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I 調査概要 

１ 調査の目的 

急速な少子化の進行、地域を取り巻く環境の変化のなかで、子どもと子どもを養育し

ている方に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよ

うな社会を実現することを目的として国は「子ども・子育て支援法」を制定しました。 

同法では市町村に対して教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確

保等を円滑に実施するために、「子ども・子育て支援事業計画」を定めることを求めてい

ます。 

本市では子ども・子育てを支援するために、平成 22 年度に策定した「鎌倉市次世代育

成きらきらプラン（後期計画）」に基づき、様々な施策を講じてきました。この計画は平

成 26 年度までを計画期間としており、新たに体系的な子ども・子育て支援施策を展開し

ていかなくてはならないため、本市としても平成 27 年度までに「子ども・子育て支援事

業計画」を策定することにしています。 

その基礎資料として、本市では「子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニ

ーズ把握のための調査」を平成 25 年 10 月に実施しました。 

本報告書は、その調査結果をまとめたものです。 

 

２ 調査対象及び方法 

① 抽出対象 

鎌倉市にお住まいで、0 歳児から 5 歳児までを子育て中の家庭 

②抽出数 

4,200 件 

③調査票の配布・回収方法 

郵送配布・郵送回収 

④ 調査実施時期 

平成 25 年 10 月８日（火）～平成 25 年 11 月 30 日（土） 

 



 

6 
 
 

３ 調査項目 

（１）子どもと家庭の状況 

① 兄弟の数 ② 末子の生年月日 ③ 調査票回答者 ④ 回答者の配偶者の有無  

⑤ 主に子育てを行っている方 

（２）子どもの育ちを巡る環境 

① 子育てに日常的に関わっている方 ②子育てに影響を及ぼす環境  

③ 子をみてもらえる方 

④ 親族に子をみてもらっている状況 ⑤ 友人･知人に子をみてもらっている状況 

⑥ 子育てをする上での相談相手の有無 ⑦ 具体的相談先  

⑧ 望ましいサポート/自由意見 

（３）保護者の就労状況 

① 保護者の就労状況/母親 ② 就労日数・就労時間 ③ 家を出る時間・帰宅時間 

④ 保護者の就労状況/父親 ⑤ 就労日数・就労時間 ⑥ 家を出る時間・帰宅時間 

⑦ フルタイムへの転換希望/母親 ⑧ フルタイムへの転換希望/父親  

⑨ 就労希望の有無/母親 ⑩ 就労希望の有無/父親  

（４）定期的な教育・保育事業の利用状況 

① 定期的な教育・保育事業の利用の有無 

② 利用している教育・保育事業の種類 ③ 教育・保育事業利用時間/現在  

④ 教育・保育事業利用時間/希望 ⑤ 利用教育・保育事業の実施場所 

⑥ 定期的な教育・保育事業利用の理由 ⑦ 定期的な教育・保育事業を利用しない理

由 

⑧ 平日に定期的に利用したい教育・保育事業 ⑨ 教育・保育事業を利用したい場所 

（５）地域の子育て支援事業の利用状況 

① 子育て支援センター等の利用の有無 ② 子育て支援センター等の利用意向 

③ 子育て支援事業の認知度・利用意向  

（６）定期的な教育・保育事業の利用状況 

① 定期的教育・保育事業利用意向 ② 教育・保育事業をたまに利用したい理由 

③ 幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向 

④ 長期休暇中に教育・保育事業をたまに利用したい理由 

（７）病気の際の対応 

① 定期的教育・保育事業利用者で通常事業が利用できなかったことの有無 

② その場合の対処方法 ③ その際の病児・病後児保育施設等利用希望の有無 

④ 病児・病後児保育施設等の望ましい事業形態 

⑤ 病児・病後児保育施設等を利用したくない理由 

⑥ 病気の際に父母以外がみた際に父母が仕事を休んで看たかった日数 

⑦ 休むことが難しいと思う理由 
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（８）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

① 不定期に利用する教育・保育事業 ② 不定期の教育・保育事業を利用しない理由 

③ 親の事情による教育・保育事業利用意向 

④ 利用したい場合の望ましい事業形態 

⑤ 保護者事情による泊りがけで保護者以外にみてもらう場合 

⑥ その場合の困難度 

（９）就学後の放課後の過ごし方 

① 低学年における放課後の過ごし方 ② 高学年における放課後の過ごし方 

③ 土日祝日における子どもの家の利用意向 ④ 長期休暇中の子どもの家の利用意向 

（10）職場の両立支援制度 

① 育児休業取得の有無及び取得しなかった場合その理由  

② 育児休業支援制度の認知度 ③ 育児休業取得後の職場復帰の有無  

④ 職場復帰と年度初めの保育所入所との関係 ⑤ 職場復帰時の子どもの年齢  

⑥ ３歳まで育児休業制度がある場合の職場復帰時の子どもの年齢 

⑦ 希望時期に職場復帰しなかった理由  

⑧ 職場復帰時の短時間勤務制度利用の有無 

⑨ 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

⑩１歳に必ず利用できる事業があれば、それまで育児休業を取得するか 

⑪ 居住地域での子育て環境・支援の満足度 ⑫ 子育て生活の満足度 

⑬ 出産・子育ての社会的評価の判断 ⑭ 市の子育て支援策の充実度の評価 

⑮ 自由意見 

 

４ 回収状況 

配布数 4,200 

回収数 2,558（内、有効票 2,553 無効票 5） 

回収率 60.8% 

 

  

  

  

※構成比（％）については、端数計算の関係上、合計が 100％にならない場合があります。 


